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市原市アフターコロナ公民連携ビジネスプラン事業は、新型コロナウイルス感染症に伴い社

会が大きく変化する中で、市原市が先手を切って公共サービスを大胆にリデザインし、「新しい

生活様式」や生産・消費活動の変化を踏まえた豊かな市民生活のリードモデルを実現すること

を目的として、事業者や学生等から広くアイディアを募集し、公民連携による事業化に取り組

むものです。 

今回、応募いただいた提案について、以下のとおり、選定いたしました。 

 

1 選定の概要 

令和２年８月６日（木）、小出市長を会長とする市職員 6 名による審査会を開催。 

公益性、適時性、実現性、独創性の 4 つ選定基準に基づき、大学教授など学識経験者３名の

意見を聴きながら、厳正な審査を行いました。 

審査員は別紙１ 審査員名簿のとおり 

 

2 選定結果  

応募区分 応募者数 提案件数 選定者数 謝礼 

Ａ 事業者部門 ２６ ３８ １４ 各５０万円 

Ｂ 一般・学生部門 １１ １１ ５ 各５万円相当 

計 ３７ ４９ １９ ７２５万円 

  詳細は別紙２ 選定提案一覧のとおり。 

 

３ ９月補正予算案において計上した事業 

選定した提案のアイディアをもとに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用しながら、７つの事業を９月補正予算案に計上しました。 

詳細は別紙３ ９月補正予算において活用した主な提案のとおり。 

 

今後も、選定された提案内容を活用し、順次事業化に取り組みます。 
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別紙１ 市原市アフターコロナ公民連携ビジネスプランに係る選定審査会 審査員名簿 

【審査員】 

所 属 職 名 氏 名 備考 

市長事務部局 市長 小出 譲治 会長 

市長事務部局 副市長 清宮 宏之 副会長 

企画部 部長 高澤 良英 審査員 

総務部 部長 若菜 一繁 審査員 

財政部 部長 篠田 一也 審査員 

都市戦略部 部長 渡邉 智彦 審査員 

【学識経験者等】 

所 属 職 名 氏 名 備考 

千葉大学大学院 

社会科学研究院 
教授 倉阪 秀史 学識経験者 

慶応義塾大学大学院 

政策・メディア研究科 
特任教授 横田 浩一 学識経験者 

内閣官房 

情報通信技術（IT）総合戦略室 
参事官補佐 伊地知 寛光 有識者 

 

http://spsv:803/personal/1890138/


別紙2　市原市アフターコロナ公民連携ビジネスプラン　選定提案一覧

（得点順）

1 事業者
オープンロード合同

会社

市原の地産地消のコンテンツを活かした、ア

フターコロナのハイブリッド教育
115 50 ９月補正

2 事業者 NTT東日本
アフターコロナにおける地域課題解決に向け

た4つの取組み
107 50 ９月補正

3 事業者
一般社団法人アル

バ・エデュ

『いち原いち番教育プロジェクト案』

～多様な教育の支援に対してのご提案～
106 50 事業化検討

4 一般 ー StreetViewとWebカメラを使った街歩き 104 5 事業化検討

5 事業者 株式会社ロジコモン

ビジュアルプログラミング言語における学習

ログデータを活用した学習・評価支援システ

ムの提案

103 50 事業化検討

6 一般 ー 集落まるごとコワーキング 102 5 ９月補正

7 一般 ー
市原式ワーケーション～わたしの仕事場は市

原～
101 5 ９月補正

8 事業者
有限責任監査法人

トーマツ

行政サービスのリデザイン戦略の立案

（Public sector Re-Design: PRD）
100 50 ９月補正

9 事業者 アイディアウーマン

外国人・富裕層を呼び込む「24hr 音楽OK ピ

アノ付アート別荘」を活用する里山ワ―ケー

ション

98 50 事業化検討

10 事業者
有限責任監査法人

トーマツ

地域産業振興施策の強化を目指した日本版

LEP: Local Enterprise Partnership の試行
96 重複 事業化検討

11 事業者
有限責任監査法人

トーマツ
感染経路把握の自動化システムの構築 95 重複 事業化検討

12 事業者
株式会社kurosawa

kawara-ten
確認申請業務の電子化・オンライン化 87 50 ９月補正

13 事業者 ㈱アンビション Youtubeを利用した情報発信の強化 86 50 事業化検討

市の対応
謝礼

(万円)
No. 提案タイトル区分 提案者名

得点

(120点満点)



市の対応
謝礼

(万円)
No. 提案タイトル区分 提案者名

得点

(120点満点)

14 事業者
株式会社kurosawa

kawara-ten

里山享受権‐市原の里山と共存するための環

境整備
86 重複 事業化検討

15 事業者

一般社団法人地域包

括ケアサポート47風

鈴研究会議

コロナ共存時代に求められる行政と地域の間

断の無い連携化を、住民関心の高いこども食

堂支援から地域全体に推進する

85 50 事業化検討

16 一般 ー
Missが市原市を直撃「あかりチャンネル」の

開設
84 5 ９月補正

17 事業者 株式会社SELF
コミュニケーションAI 活用の子育てサポート

アプリのご提案
84 50 ９月補正

18 事業者
株式会社kurosawa

kawara-ten

市内多拠点－コワーキングスペースの拡充と

連携
84 重複 ９月補正

19 事業者
株式会社kurosawa

kawara-ten
仮：拡張協力隊 79 重複 事業化検討

20 事業者 ㈱ノクチ基地
元住民らによる市原の記憶の収集と市民史の

コンテンツ化
79 50 事業化検討

21 事業者 個人事業主 サンプラザ市原でのテレワーク、育児支援 79 50 事業化検討

22 一般 ー オンライン傾聴ボランティア傾聴事業の促進 74 5 事業化検討

23 事業者 個人事業主 生涯学習講座のオンライン化 73 50 事業化検討

24 事業者
ジーレックスジャパ

ン㈱
郷土資料等広報いちはらのデジタル化 72 50 事業化検討

※募集要領に基づき、選定結果の公表は提案者名（個人名は非掲載）及び提案タイトルのみとしています。

※重複について…多種多様な人材と幅広く連携していく趣旨を考慮して、複数選定された提案者の謝礼については、一提案分の

みとしています。



別紙３ ９月補正予算において活用した主な提案 

名前 提案タイトル ９月補正予算事業名及び事業費 事業担当課 

（一般・学生の部） 
市原式ワーケーション 

～わたしの仕事場は市原～ 
里山ワーク推進事業費 

【事業費 19,200 千円】 
拠点形成推進課 株式会社 kurosawa kawara-

ten 

市内多拠点－コワーキングスペースの拡充

と連携 

（一般・学生の部） 集落まるごとコワーキング 

有限責任監査法人トーマツ 
行政サービスのリデザイン戦略の立案 

（Public sector Re-Design: PRD） 

行政サービス再構築事業費 

【事業費 10,265 千円】 
行政改革推進室 

株式会社 SELF 
コミュニケーション AI 活用の子育てサポー

トアプリのご提案 

子育てサービスデザイン事業費 

【事業費 50,000 千円】 
情報政策課 

オープンロード合同会社 
市原の地産地消のコンテンツを活かした、ア

フターコロナのハイブリッド教育 

教育のイノベーション推進事業費 

【事業費 11,000 千円】 
教育センター 

株式会社 kurosawa kawara-

ten 
確認申請業務の電子化・オンライン化 

デジタルワークスタイル事業費 

【事業費 102,332 千円】 
情報政策課 

NTT 東日本 
アフターコロナにおける地域課題解決に向

けた４つの取組み 

遠隔相談窓口構築事業費 

【事業費 4,177 千円】 
情報政策課 

（一般・学生の部） 
MISS が市原市を直撃「あかりチャンネル」の

開設 

いちはらの魅力発信事業費 

【事業費 3,000 千円】 

シティプロモーショ

ン推進課 

 


